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１。学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１，自然を守り、人を愛し

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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未来に向かい翔び立てが



「
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
、

活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り
」

を
目
指
し
て

平成８年度予算 前年度比４．９％減

跼
億

９

９

２２Ｇとｇ）ｊ必３
干円（一般会計）

去
る
三
月
村
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
八
年
度
佐
井
村
一
般

会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、
佐
井
村
振
興
計
画
及
び
佐
井

村
過
疎
地
域
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
明
る
く
住
み
良
い
、
活
力
あ

ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
↑に
め
、
具

体
的
な
施
策
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

」

生

活

環

境

の

整

備

と

地

域

の

安

全

対

策

道

路

整

備
・
福
浦
川
目
線
整
備

・
川
磯
線
局
部
改
良

消
防
施
設
整
備
・
防
火
水
槽
新
設
（
大
佐
井
地
区
）

・
機
械
器
具
格
納
庫
（
牛
滝
・
川
目
地
区
）

災
害
防
止
対
策
・
急
傾
斜
地
対
策
事
業
負
担
金
（
原
出
地
区
）

■

保

健

医

療

と

福

祉

の

充

実

健
康
医
療
対
策
・
婦
人
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

・
母
子
保
健
及
び
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業

・
老
人
保
健
事
業

環
境
衛
生
対
策
・
村
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

・
不
燃
物
処
理
場
及
び
ご
み
焼
却
場
改
修

社
会
福
祉
対
策

’
各
種
福
祉
団
体
活
動
費
補
助

・
重
度
心
身
障
害
者
、
母
子
家
庭
等
児
童
医
療
費
扶
助



・村民一人あたりの予算額 ９２５，１２１円（９６２，５８６円） Ｏ は前年度

総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費 商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸 支 出 金
予 備 費

そ の 他

１５３，７５７円

（１３６，０９６円）

８４，４４６円

（７６，１７７円）

８８，１７８円

（９２，０４５円）

１６７，１９８円

（９０，２１５円）

４５，７３３円

（５７，３２５円）

４３，８９３円
（３２，７５５円）

５５，５７６円
（５４，５６４円）

１０４，１３５円
（２５８，７７２円）

１３８，７８５円
（１２５，４４９円）

４３，４２０円

（３９，１８９円）

老
人
福
祉
対
策
・
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

・
居
宅
生
活
支
援
及
び
在
宅
援
護
等
事
業

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
助
成

児
童
福
祉
対
策
・
地
域
子
育
て
支
援

・
青
少
年
健
全
育
成
推
進
事
業

一

産

業

振

興

対

策

農
業
振
興
対
策
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２１
農
業
農
村
活
性
化
事
業

・
林
野
活
用
畜
産
環
境
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

林
業
振
興
対
策
・
流
域
森
林
総
合
整
備
事
業

・
小
規
模
治
山
事
業
（
田
野
頭
沢
）

・
有
害
鳥
獣
駆
除
事
業

・
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業

水
産
業
振
興
対
策
・
地
先
型
増
殖
場
造
成
事
業
負
担
金

・
並
型
魚
礁
設
置
事
業

・
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
補
助
金

・
漁
場
開
発
事
業
補
助
金

・
長
後
漁
港
局
部
改
良

・
福
浦
、
牛
滝
漁
港
漁
業
集
落
環
域
整
備
事
業

・
漁
港
事
業
負
担
金
（
牛
滝
・
磯
谷
・
矢
越
漁
港
）

商
工
観
光
振
興
対
策
・
企
業
誘
致
対
策
事
業

・
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
仏
ヶ
浦
港
湾
事
業
負
担
金

■

教

育

文

化

の

振

興

対

策

教
育
施
設
整
備
・
佐
井
中
学
校
環
境
整
備
事
業

・
教
職
員
住
宅
整
備
事
業
（
佐
井
中
）

・
牛
滝
小
グ
ラ
ン
ド
整
備
事
業

社
会
教
育
事
業
・
赤
十
字
の
里
づ
く
り
事
業

・
特
別
天
然
記
念
物
食
害
対
策
事
業

保
健
体
育
事
業
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
補
助
金

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

三
億
一
四
二
一
万
三
千
円

医
療
費
の
支
払
い
や
、
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
の
必

要
経
費
を
扱
う
会
計
。

老

人

保

健

特

別

会

計
三
億
四
三
四
五
万
三
千
円

壮
年
期
か
ら
の
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
老
人

医
療
費
を
扱
う
会
計
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

四
億
八
九
九
万
六
千
円

清
潔
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
建
設
や
維

持
管
理
を
扱
う
会
計
。

下

水

道

事

業

特

別

会

計
一
億
二
六
四
八
万
四
千
円

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
及
び
海
辺

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理

を
扱
う
会
計
。



高
松
宮
杯
第
四
十
七
回
全
日
本
中
学
校

英
語
弁
論
大
会
に
青
森
県
代
表
と
し
て

福

田

昌

子
ｔ
ん（
磯

谷

中

）
出

場

む
つ
下
北
か
ら
は
三
人
目
の
快
挙
！

平
成
七
年
十
一
月
十
七
日
と
十

八
日
に
東
京
都
、
池
坊
お
茶
ノ
水

学
院
講
堂
で
平
成
七
年
度
高
松
宮

杯
第
四
十
七
回
全
日
本
中
学
校
英

語
弁
論
大
会
が
開
催
さ
れ
、
磯
谷

中
学
校
三
年
の
福
田
昌
子
さ
ん
が

青
森
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。福

田
さ
ん
は
、
平
成
七
年
十
月

に
む
つ
市
で
行
わ
れ
た
む
つ
下
北

英
語
弁
論
大
会
で
見
事
第
一
位
と

な
り
、
十
一
月
の
十
和
田
市
で
の

青
森
県
大
会
で
も
三
位
に
入
賞
し

全
国
大
会
出
場
が
決
ま
り
ま
し

た

。む

つ

・

下

北

地

区

か

ら

全

国

大

会

へ

出

場

す

る

の

は

福

田

さ

ん

が

三

人

目

の

快

挙

で

あ

り

ま

す

。

大

会

一

日

目

の

十

七

日

は

一

五

一

名

の

出

場

者

が

四

つ

の

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

の

予

選

会

が

行

わ

れ

、

二

十

七

名

が

決

勝

に

選

出

さ

れ

ま

し

た

。

福

田

さ

ん

は

「
９

ｅ
ｅ
ｒ

ｆｕ
ｌ
ｆｏ
ｒ

（
い「

ヨ
」
々

）ａ
！
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ

ｆｕ
ｌ
ｆｏ
ｒ
ｏ
ｌ
ｄ

ｐ
ｅ
ｏ
笆
・
一
」
（

が

ん

ば

れ

お

祖

父

さ

ん

／
・
が

ん

ば

れ

お

年

寄

り

の

皆

さ

ん

こ

と

題

し

て

磯

谷

の

お

年

寄

り

が

が

ん

ば

っ

て

い

る

姿

と

、

自

分

の

お

祖

父

さ

ん

か

ら

獅

子

舞

を

習

い

運

動

会

の

応

援

で

伝

統

芸

能

を

披

露

し

た

苦

労

を

入

り

ま

ぜ

た

ス

ピ

ー

チ

を

声

も

大

き

く

堂

々

と

発

表

し

自

分

の

力

を

十

二

分

に

出

す

こ

と

が

で

き

た

と

話

し

て

い

ま

し

た

。

大

会

二

日

目

（
十

八

日

）

は

二

十

七

名

に

よ

る

決

勝

が

行

わ

れ

、

大

会

終

了

後

の

帝

国

ホ

テ

ル

で

の

レ

セ

プ

シ

ョ

ン

に

は

、

福

田

さ

ん

の

他

同

行

し

た

お

母

さ

ん

や

東

先

生
も
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
、
大
会

出
場
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
予
選
会
で
の
福

田
さ
ん
の
発
表
の
時
好
運
に
も
高

円
宮
様
が
ご
傾
聴
さ
れ
微
笑
み
、

拍
手
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
こ

と
を
聞
き
、
福
田
さ
ん
は
大
変
感

激
し
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
福
田
さ
ん
は
全
国
大
会

に
出
場
し
た
感
想
と
し
て
、
「
出

番
に
な
っ
て
少
し
緊
張
し
て
い
た

私
を
大
学
生
の
人
達
が
励
ま
し
て

く
れ
た
の
が
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
。
私
は
決
勝
に
残
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
け
ど
、
練
習
以
上
に

上
手
に
話
す
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。後

日
送
ら
れ
て
き
た
記
念
写
真

と
ビ
デ
オ
を
手
に
し
て
、
再
び
感

動
を
新
た
に
し
た
と
い
う
福
田
さ

ん
に
三
月
十
七
日
の
卒
業
式
に
佐

井
村
教
育
委
員
長
賞
が
贈
ら
れ
、

二
重
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

伝
統
文
化
に
ふ
れ
る
集
い

紙

ひ

こ

う

き

大

会

三
月
二
十
四
日
、
第
二
回

紙
ひ
こ
う
き
大
会
が
ア
ル
ザ

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
百
人

以
上
参
加
し
た
第
一
回
の
大

会
に
比
べ
、
今
年
は
二
十
数

名
と
少
し
寂
し
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
大
会

が
始
ま
る
と
館
内
に
歓
声
が

響
き
渡
り
、
熱
気
が
み
な

ぎ
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
翼
を
大
き
く
し
た

り
、
お
も
り
を
つ
け
た
り
い

ろ
い
ろ
た
め
し
、
よ
く
飛
ぶ

よ
う
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
紙
ひ
こ
う
き
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。
昨
年
三
秒
台

だ
っ
た
優
勝
記
録
は
八
秒
台

に
伸
び
、
工
夫
の
あ
と
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

第
一
位一

八
・
五
〇
秒

田
中
貴
史
（
ぬ
い
ど
う
）

第
二
位

五
・
五
四
秒

木
下
雅
也
（
は
や
ぶ
さ
）

第
三
位

五
・
五
二
秒

田
中
成
三
（
ぬ
い
ど
う
）

村の中での話題、できごと、

情報などをお待ちしています。

佐井村役場企画調整課広報担当

までどうぞ。

０３８－２１１１



お
い
し
い
海
の
幸
に
舌
つ
づ
み

福
浦
の
歌
舞
伎
食
談
義

新
鮮
な
海
の
幸
を
味
わ
い
な
が

ら
伝
統
芸
能
「
福
浦
の
歌
舞
伎
」

を
楽
ん
で
も
ら
う
「
食
談
義
」
ツ

ア
ー
が
三
月
二
日
、
福
浦
地
区
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
年
は
ア
ル
ザ
ス
か
ら
「
歌

舞
伎
の
里
匸

づ
く
り
を
進
め
る
福

浦
に
会
場
を
移
し
県
内
外
か
ら
七

十
名
程
の
ツ
ア
ー
参
加
者
を
迎
え

ま
し
た
。

福
浦
の
歌
舞
伎
は
、
県
無
形
民

俗
文
化
財
で
、
明
治
二
十
三
年
、

上
方
役
者
の
中
村
菊
五
郎
、
菊
松

夫
婦
が
伝
え
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

し
た
。

伝
統
あ
る
福
浦
の
歌
舞
伎
を
披

露
す
る
と
共
に
地
元
の
食
文
化
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
通
年
観
光

を
目
指
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、

今
年
で
五
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
用
意

さ
れ
た
料
理
は
艝

汁
、
い
く
ら
丼
、
カ
レ
イ
の
煮
付

け
、
フ
ノ
リ
そ
ば
等
十
三
品
目
。

ツ
ア
ー
客
は
、
料
理
に
舌
つ
づ

み
を
打
ち
な
が
ら
、
福
浦
芸
能
保

存
会
の
「
三
番
叟
」
「
忠
臣
蔵
五

段
目
」
ぬ
い
ど
う
子
ど
も
会
の
「
義

経
千
本
桜
」
福
浦
漁
協
婦
人
部
の

踊
り
な
ど
五
つ
の
出
し
物
を
堪
能

し
、
さ
か
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

第
十
八
回
佐
井
村
小
学
生
卓
球
大
会

第
二
十
六
回
佐
井
村
卓
球
選
手
権
大
会

二
月
二
十

五
日
、
佐
井

中
学
校

体
育
館

を
会
場

に
両
大

会

が
開
催

さ
れ
団
体
戦
、
個
人
戦
、

ダ
ブ
ル
ス

に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次

の
と
お
り

で
す
。

小
学
生
の
部

団
体
戦

優

勝

佐
井
小

Ａ
チ
ー
ム

第
二
位

牛
滝
小

Ａ
チ
ー
ム

第
三
位

佐
井
小

Ｂ
チ
ー
ム

々

佐
井
小

Ｄ
チ
ー
ム

三
年
生
以
下
の
部

男
子

優

勝

坂
井

裕
太

平

滝
小
）

第
二
位

中
西
雄
一
郎
（

々

）

第
三
位

長
谷
川
慎
吾
（

ク

）

ク

相
内

秀
考
（

ク

）

四
年
生
の
部

男
子

優

勝

菊
池

清
春
（
佐
井
小
）

第
二
位

藤
田

啓
介
（
原
田
小
）

第
三
位

金
沢

智
克
（

ク

）

々

池
田
貴
亜
樹
（

々

）

四
年
生
の
部

女
子

優

勝

川
村

直
子
（
佐
井
小
）

第
二
位

太
田

園
香
（

ク

）

第
三
位

竹
内

亜
貴
（

ク

）

々

佐
藤
香
織
理
（

々

）

五
年
生
の
部

男
子

優

勝

宮
部

正
徳

平

滝
小
）

第
二
位

坂
井

健
人
（

々

）

第
三
位

竹
内

学
（

ク

）

ク

福
田

祥
久
（
佐
井

小
）

五
年
生
の
部

女
子

優

勝

山
田

泉

佐

井

小
）

第
二
位

岡
村
奈
緒
美
（

ク

）

第
三
位

山
本

裕
子
（

ク

）

ク

松
谷

絵
美
（

ク

）

六
年
生

の
部

男
子

優

勝

菊
池

一
春
（
佐
井
小

）

筈

一
位

岩
泉

竜
太
（

ク

）

第
三
位

船
越

一
也

牟

滝
小
）

ク

太
田

祐
樹
（
佐
井
小
）

六
年
生

の
部

女
子

優

勝

鹿
島

淳
子
（
佐
井
小
）

第
二
位

船
越

幸
子

年

滝
小
）

第
三
位

岡
本

綾
子
（
佐
井
小
）

ク

西
谷
久
美
子
（

ク

）

一
般

（
団
珍

優

勝

役
場
Ｅ
チ

ー
ム

第
二
位

フ

ァ
ミ
リ

ー

第
三
位

紀
伊

ガ
レ
上

ソ

ク

役
場
Ｂ
チ

ー
ム

一
般

（
ダ
ブ
ル
ス
）

優

勝

宮
川

・
宮
沢
組

第
一
位

若
山

・
鹿
島
組

第
三
位

立
成

・
飯
田
組

ク

山
本

・
宮
野
組

一

般
（
男
子

フ
九

ン
）

優

勝

竹
内

孝

第
二
位

菊
池

丈
博

第
三
位

小
笠
原
勝
将

ク

若
山

亶
二

一

般

妥

子

フ
Ｌ

ン
）

優

勝

飯
田
由
佳
利

第
一
在

石
戸

節
子

第
三
位

開
山

牧
子

ク

福
田

夕
子



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

平
成
八
年
度
定
時
総
会
を
終
え
て

平
成
八
年
度
の
「
佐
井
村
交
通

安
全
母
の
会
」
総
会
が
、
二
月
二

十
五
囗

（
旦

、
ア
ル
ザ
ス
海
峡

の
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
長
は
じ
め
、大
間
警
察
署
長
、

そ
れ
に
多
く
の
来
賓
の
方
々
の
出

席
の
中
、
交
通
事
故
犠
牲
者
に
対

す
る
追
悼
の
黙
祷
に
は
じ
ま
り
、

会
長
挨
拶
の
後
、
二
月
二
十
日
に

達
成
さ
れ
た
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
、

四
千
五
百
日
に
対
す
る
青
森
県
警

察
本
部
長
・
青
森
県
交
通
安
全
母

の
会
連
合
会
会
長
連
名
の
表
彰
が

大
間
警
察
署
長
か
ら
会
長
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
こ
の
記
録

達
成
に
影
の
力
と
な
っ
た
各
地
区

の
母
の
会
の
会
員
に
対
す
る
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
祝
辞
の
中
で
、
四
千
五

百
日
達
成
へ
の
お
祝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
尚
一
層
努

力
し
て
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
と
の

願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
私
達
は
、
母
親
の
立

場
か
ら
特
に
子
供
と
老
人
と
若
年

運
転
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
と

と
も
に
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安

全
思
想
の
普
及
に
努
め
、
交
通
事

故
の
な
い
明
る
い
村
づ
く
り
に
寄

与
す
る
事
を
誓
い
ま
す
」
と
大
会

宣
言
を
し
、
定
時
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

「
信
号
が
次
の
悲
劇
を
見
つ
め

て
る
」「
ひ
か
っ
て
る
君
の
マ
ナ
ー

と
反
射
材
」
「
カ
ン
捨
て
る
な
ス

ピ
ー
ド
お
と
せ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
し

ろ
」
が
平
成
八
年
交
通
安
全
年
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
五
千
日
を
目
指
し
て
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
一
日

に
母
の
会
が
発
足
し
て
以
来
、
ま

さ
に
「
継
続
は
力
な
り
」
の
一
言

に
つ
き
る
十
六
年
半
の
歩
み
で
し

た
。

幼

児

交

通

安

全

教

育

指

導

者

研

修

会

に

参

加

し

て

会

長

東

出

ミ

ヤ

二
月
十
四
日
の
幼
児
交
通
安
全

教
育
指
導
者
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。講

議
で
は
、
「
車
社
会
の
中
に

子
供
の
安
全
を
願
っ
て
」
と
題
し

て
講
師
の
青
森
保
育
所
主
任
保
母

さ
ん

が
保
育
を
通
し
て

の
指
導

を
、
参
加
者
を
園
児
に
し
て
、
実

演
し
ま
し
た
。

①

最
初
は
体
を
ほ
ぐ
し
、
脳
の

働
き
を
活
発
に
す
る
（
軽
く
体

操
）

②

次
に
頭
を
使
っ
て
考
え
交
通

安
全
を
お
ぼ
え
る
（
サ
イ
コ
ロ

ゲ
ー
ム
で
交
通
安
全
の
標
語
を

作
る
）

③

ス
ト
レ
ス
解
消
さ
せ
る
（
新

聞
紙
を
二
人
で
開
い
て
も
ち
、

走
っ
て
や
ぶ
ら
せ
る
）

④

最
後
に
交
通
安
全
の
お
約
束

を
し
て
明
日
へ
の
安
全
活
動
に

つ
な
げ
る
。

こ
れ
は
、
子
供
達
に
も
受
け
や

す
い
と
思
い
ま
す
の
で
早
速
活
用
。

交
通
安
全
教
育
の
進
め
方
と
し

て
①

命
の
大
切
さ

②

道
路
の
安
全
な
歩
き
方
・
渡

り
方

③

自
動
車
の
危
険
、
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
の
意
味

④

信
号
の
意
味
と
利
用
の
仕
方

⑤

飛
び
出
し
の
こ
わ
さ

等
の
順
に
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

注
意
と
し
て

①

道
路
に
出
て
車
社
会
を
体
験

さ
せ
る
。

②

大
人

達
の
あ
る
時
は
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
あ
る
時
は
守

ら
な
い
と
い
う
か
っ
て
は
一
番

悪
い
。

③

い
い
か
げ
ん
な
し
つ
け
は
一

番
こ
わ
い
。

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

少
し
自
分
を
ふ
り
返
っ
て
反
省

す
る
所
が
多
々
あ
り
、
今
日
の
こ
の

研
修
を
む
だ
に
し
な
い
よ
う
に
こ

れ
か
ら
の
幼
児
交
通
安
全
指
導
に

い
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４ 月
・｜

日現在

交通事故死ゼ囗

４
，
５４０

日



新
入
学
児
童
家
庭
訪
問

新
学
期
を
控
え
た
子
供
達
は
、

春
休
み
で
気
が
浮
か
れ
が
ち
な
頃

で
す
。
毎
年
子
供
の
交
通
事
故
も

こ
の
時
期
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
供
達
を

悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
家
族
皆
で
話
し
合
い
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
こ
の
春
か
ら
小
学
校

に
入
学
す
る
工
藤
沙
織
ち
ゃ
ん
の

家
に
、
野
宮
部
長
と
と
も
に
訪
問

し
ま
し
た
。

家
族
構
成
は

父

工
藤

高
明

３３
才

母

さ
と
み
３１
才

本
人

沙
織

６
才

弟

拓
也

５
才

う
か
が
っ
た
時
は
、
家
族
お
そ

ろ
い
で
、
沙
織
ち
ゃ
ん
も
拓
也
君

も
と
て
も
行
儀
よ
く
元
気
に
あ
い

さ
つ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

弟
の
拓
也
君
も
来
年
小
学
校
入

学
と
い
う
こ
と
で
、
保
育
所
で
の

話
し
を
す
る
と
元
気
に
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
沙
織
ち
ゃ
ん
も
最
初

て
れ
な
が
ら
も
、
ク
イ
ズ
で
学
ぶ

交
通
安
全
の
話
し
で
、
気
持
が
や

わ
ら
い
だ
の
か
話
し
が
出
て
き
ま

し
た
。

お
母
さ
ん
か
ら
は
、
一
日
入
学

の
説
明
会
で
、
母
の
会
の
話
し
の

中
で
、
ど
う
し
て
先
に
右
か
ら
見

る
の
か
と
聞
か
れ
て
も
す
ぐ
に
ピ

ン
と
こ
な
か
っ
た
と
話
し
て
く
れ

た
の
で
、
「
車
は
左
か
ら
走
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
、
だ
か
ら
道
路
を

渡
ろ
う
と
し
た
時
に
右
か
ら
先
に

車
が
こ
な
い
か
な
あ
と
見
る
の
で

す
よ
ご

と
説
明
す
る
と
「
あ
あ

そ
う
か
。」
と
納
得
し
て
い
ま
し

た
。た

だ
「
右
み
て
、
左
み
て
」
と

囗
だ
け
で
教
え
て
も
、
子
供
に
は

な
か
な
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
実

際
に
道
路
に
出
て
、
歩
い
て
そ
し

て
子
供
の
目
の
高
さ
に
な
っ
て
体

験
し
て
下
さ
い
と
か
、
カ
ー
ブ
で

は
、
車
の
後
輪
の
方
が
危
な
い
の

で
、
ず
っ
と
さ
か
っ
て
待
つ
事
も

大
切
等
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
の
さ
と
み
さ
ん
は
、

免
許
歴
十
年
に
な
り
特
に
危
険
な

事
故
に
直
面
し
た
事
は
な
い
が
、

中
学
生
の
下
校
時
の
単
道
へ
は
み

だ
し
て
の
歩
行
に
は
い
つ
も
こ

ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。野

宮
部
長
か
ら
は
「
子
供
は

と
っ
さ
に
飛
び
だ
す
特
性
が
あ
る

の
で
車
の
陰
で
は
遊
ば
な
い
よ
う

に
、
道
路
の
向
こ
う
側
か
ら
子
供

に
声
を
か
け
な
い
よ
う
に
。
」
等

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

帰
り
に
反
射
材
を
長
ぐ
つ
に
は

り
、
車
の
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
て
、

暗
い
所
で
も
見
え
や
す
い
こ
と
を

た
し
か
め
さ
よ
う
な
ら
を
し
ま
し

た
。

沙
織
ち
ゃ
ん
、
お
母
さ
ん
と
小
学

校
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
た
か
。
拓

也
君
飛
び
出
し
し
な
い
の
約
束

守
っ
て
い
る
か
な
。

も
う
す
ぐ
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生

車
に
気
を
つ
け
て
元
気
に
入
学

し
て
下
さ
い
ね
。

幼

児

の

交

通

行

動

の

特

性

１

道
路
で
安
全
確
認
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い

～
確
認
の
不
足
が
事
故
の
主
原
因

２

道
路
で
よ
く
走
る

～
走
る
技
能
が
不
十
分
で
素
早
く
止
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い

３

心
の
動
き
で
行
動
が
支
配
さ
れ
る

～
飛
び
出
し
の
ほ
と
ん
ど
は
心
的
要
因
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る

４

大
人
の
危
険
な
言
動
の
影
響
を
強
く
受
け
る

～
大
人
の
行
動
を
模
倣
し
て
社
会
規
範
を
学
習
す
る

５

交
通
場
面
で
目
立
ち
に
く
い

～
運
転
者
の
死
角
に
入
り
や
す
い

あなたも参加 わたしもやります “交通安全”

県 内 の 交 通 事 故 概 況

（平成８年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から。速報値の ため後日変更するこ とがあり ます。

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動

＜ 実 施 期 間＞ ４月 ６日出 ～４月１５日Ｃ月）

＜ 運動の重 点目 標＞ 新入学 （園）児等子供の交通事故防止

＜ ス ロ ー ガ ン＞ 「さあ わたろう いつものみちでも み ぎひだり」

県民総決起大 会

平成８年 ４月５日閙 午後１時３０分

観光物産館 アスパ ム前広場

毎月１日は県民交通安全 の日

運転は ゆったりハートに しっかりベルト



保健婦だより

大地にしつかり足を

つけよう

＝レッツ・ウォーキング＝

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動

春
と
は
い
え
、
時
々
冬
に
逆
も

ど
り
す
る
な
ど
三
寒
四
温
の
天
候

が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
野
山

で
は
芽
吹
き
も
始
ま
り
、
戸
外
に

出
て
、
体
を
動
か
そ
う
と
考
え
て

い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

最
近
村
内
各
地
区
で
、
中
高
年

の
方
々
が
、
思
い
思
い
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
（
速
足
歩
き
）
を
し
て
い

る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
酸
素
を
上

手
に
体
に
取
り
入
れ
、
心
臓
や
肺

の
働
き
が
丈
夫
に
な
り
、
全
身
の

持
久
力
が
高
ま
る
有
酸
素
運
動

エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
）
の
一
つ
で
す
。

今
月
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実

践
し
て
い
る
人
に
対
し
、
「
運
動

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
紹
介
し
ま
す
。

～
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
～

１
．
調
査
対
象
者

両

佐
井
地
区
で
継
続

し
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

大
、
５１
名

２
．
調
査
者
数
・：
回
収
率

８９３
％

４３
名
（
男
３
名
・
女

４０
名
）

３
．
調
査
方
法

郵
送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
記
入

剛
調
査
者
の
年
令
は
、
多
い
順
に

５０
才
代
・

６０
才
代
・

４０
才
代
と

な
っ
て
い
ま
す
。
（
図

占

㈹
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
始
し

た

き
っ
か
け
で
多
か
っ
た
の
は
、
複

数
回
答
で
は
あ
る
が
太
り
す
ぎ
、

運
動
不
足
、
血
圧
が
高
い
な
ど
の

順
で
し
た
。
（
図
２
）

㈲
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
継
続
す
る
た

め
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
で
は
、

体
調
の
悪
い
時
は
無
理
を
し
な
い

２９
件

（
ｍ
％
）
、
歩
く
コ
ー
ス
を

決
め
て
い
る
２６
件
（
１９０
％
）
、
き

ち
ん
と
し
た
靴
や
着
る
物
を
用
意

し
て
い
る
２６
件
（
１９０
％
）
な
ど
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
（
図
３
）

㈲

一
週

間

の
う

ち

、

何

回

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ
を

し

て

い

る

か

に

つ

い

て

は

、

回

答

者

３６
名

中

、

毎

日

の
人

は

１８

名

（
５００

％

）
、

５

～

６

回

の

人

は

１０
名

（
２７７

％

）

で

、

週

５

回

以

上

の
人

は

２８
名

石

％

）
と

な

っ

て

い
ま

す

。
（
図

４

）

㈲

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ー
回

当

り

に
か

か

る
時

間

は
、

回

答

者

３２
名

中

、

６０

分

の

人

が

最

も

多

く

１８

名

（
５６３
％

）
、

４０

～

５０

分

か

４

名

（
１２５

％

）

で
し

た

。

最

高

で
は

１２０

分

の
人

が

２

名

み

ら

れ

ま

し

た
。

（
図

５

）

㈲

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ
を

し

て

い

る
時

間

帯

を

み

て

み

る

と

、
「
夜

間

」

は
３５
名

（
ｍ

％
）
「
日
中
」

は
８

名
（
１８６
％
）
で
、
圧
倒
的
に
夜
間

歩
く
人
が
多
い
。内
訳
を
み
る
と
、

夜
６
時
台
が
１２
名
、
７
時
台
が
且
］

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
が
あ
っ

た
か
の
問
い
に
は
、
２
名
の
方
が

「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
他
は
、

全
員
が
「
効
果
が
出
て
い
る
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
で
目
立
つ

こ
と
は
、
「
体
重
が
減
っ
た
」
「
足

腰
が
丈
夫
に
な
っ
た
」
「
便
秘
が

解
消
さ
れ
た
」
の
順
で
し
た
。（
図

６
）

～
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め
か
ら
～

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
言

え
る
こ
と
は

①
そ
れ
ぞ
れ
開
始
し
た
き
っ
か
け

は
異
な
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
生
活
習
慣
の
一
部
と
し
て
無

理
な
く
取
り
入
れ
て
い
る
。

②
約
半
数
の
方
は
毎
日
続
け
、
一

回
当
り
４０
～
６０
分
の
時
間
を
か
け

て
い
る
。

③

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
効
果

が
、

個
々
に
実
感
で
き
て
い
る
。
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

手
軽
に
で
き
る
運
動
の
一
つ
と

し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
て

い
る
方
が
よ
り
美
し
い
年
令
を
重

ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
考
え

て
い
る
方
、
外
に
出
て
大
地
の
音

を
自
分
の
足
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
？

調査者の年齢別状況
ウォーキングを開始した動機 ウォーキングする時心がけていること

１週間当りの回数

１【ｉｌ】当 り の 所 要 時 間
ウォーキングの効果ありの内訳



１９９６

４月村民カレンダー

＝ 春 の 全 国 交 通 安 全 運 動 ＝

＜実 施 期 間＞ ４月６日出～４月１５日（月）
＜重 点 目 標＞ 新入学児等子供の交通事故防止
＜スローガン＞

「さあわたろう いつものみちでも みぎひだり」

お 気 軽 に ご 相 談 ＜ だ さ い 。

一
心 配 ご と 相 談 所

－

悩みや心配ごとをもつ人ならば誰でもどんな人でも相談に応じます。

例えば……『住宅改造』『家族』『財産』『苦情』『老人福祉』など

相談者の立場になって問題解決にご協力いたします。

☆相談は無料・個人の秘密は絶対守ります。

『相談日』 毎週水曜日 午後１時より午後４時まで

『場 所』 佐井村高齢者生活福祉センター【あすなろ】



こ
ん
に
ち
は
／

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
四
号
）

平
成
八
年
度

家
族
介
護
者
教
室
の
ご
案
内

テ
ィ

ー
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
一
つ

と
し
て
、
毎
月
第
四
月
曜
日
に
家

族
介
護
者
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
は
、
日
頃
介
護
に
あ

た
っ
て
い
る
方
を
中
心
に
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
度
第
一
回
目

は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
内
容

で
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

・

日

時

４

月

２２
日
（
月

）

午

前

９

時

３０

分

か

ら

午

前

１１１１Ｅ
時

ま

で

・

場

所

あ

す

な

ろ

デ
ィ

サ

ー

ビ

ス

ル

ー

ム

・

内

容

福

祉

サ

ー

ビ

ス
機

関

に

つ

い

て

の

説
明

社

協

の

サ

ー

ビ

ス

に

つ

い

て

の

説
明

修
学
資
金
貸
付
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
校
、
短
大
、
大
学
と
教
育
費

は
年
々
ふ
く
ら
ん
で
「
自
己
資
金

だ
け
で
は
足
り
な
い
、
で
も
ど
う

し
た
ら
・
・
・
」
そ
ん
な
悩
み
を

お
持
ち
の
方
へ
社
会
福
祉
協
議
会

が
窓
口
と
な
っ
て
貸
付
し
て
い
る

生
活
福
祉
資
金
の
修
学
資
金
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
資
金
は
、
低
所
得
世
帯
に

属
す
る
人
が
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大

学
に
就
学
す
る
の
に
必
要
な
経
費

又
は
入
学
に
際
し
必
要
な
経
費
を

貸
付
し
ま
す
。
貸
付
限
度
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
や
詳
し
い
内
容
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
又
は
地
区
の

民
生
委
員
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

他
に
も
更
生
資
金
、
住
宅
資
金

福
祉
資
金
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

皆

様

か

ら

の

翕

た

た

か

い

こ

寄

付

あ

り

ガ

と

う

こ

ざ

い

ま

す

（
平
成
六
年
十
二
月
？
平
成
八
年
三
月
）

竹
内
重
雄
様

五
〇
、
〇
〇
〇

佐
井
村
母
子
福
祉
協
議
会
様

五
、
〇
〇
〇

川
岸
憲
悦
様

五
〇
、
〇
〇
〇

高
木
八
太
郎
様

歩
行
器
二
台

川
岸
初
男
様

一
〇
〇
、
〇
〇
〇

佐
井
村
地
域
婦
人
団
体
連
合
会
様

三
〇
、
〇
〇
〇

奥
本
光
江
様

二
〇
、
〇
〇
〇

宮
野
順
一
様

一
〇
〇
、
〇
〇
〇

大
坂
雅
子
裕
彦
様
五
〇
、
〇
〇
〇

島
野
芳
丈
様

一
〇
〇
、
〇
〇
〇

佐
井
村
商
工
会
様
一
五

、
三
九
四

川
岸
延
子
様

五
〇
、
〇
〇
〇

後
藤
す
が
子
様
二
〇
〇
、
〇
〇
〇

青
森
ヤ
ク
ル
ト
様

二
、
〇
〇
〇

佐
井
婦
人
会
様

九
、
〇
〇
〇

日
本
生
命
労
働
組
合
様

手
話
教
育
ビ
デ
オ
五
巻

青
森
県
共
同
募
金
会
様

軽
自
動
車
一
台

（
単
位
円
）

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

寄
付
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

修学資金の学校・学年別貸付限度額表

（注） 高等学校には、専修学校高等課程を 、短期大学には、専修学校
専門課程を 含む。

（ただし 、専修学校の最初の学科に昭和５５年 ４月１日以降に入学し
た者であること。）

川 生業費 …… …以 支計画 書（仕入 ・売上 ・経 費・純益）見 積書

見取図 、業種に よっては許可 証 、免許証の写

（２） 住宅資 金……士曽改築前後 の見取図 、見積 書、家 主 、地主の契

約又は 承諾書

（３） 修学 資金……合格 、在学証明書 、資金計画 等明 細書



お
元

気
で

す
か
？

現
地
の
み

な
さ
ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な

さ
ん
、
現
地
の
生
活
は
い
か
が
て
す
か
？

こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
・
お
便
り
、

写
真
な
ど
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

全

国

出

稼

者

大

会

の

報

告

佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会

会
長

長

後

雄

二

第
二
千

一
一
回

全

国

出

稼

者
大

会

が
去

る
一
一
月

十

一

日
東

京

二
一
宅
坂

の
社

会

文

化

会
館

で

開
催

さ

れ

ま

し

た

。

不

況

が
長

期
化

す

る

な

か

で
過

重

な

労

働

を

強

い
ら

れ

た

り

、
労

慟

哭

害

の

危

険

性

が

高

ま

る

な

ど

、

出

稼

者

に

対

す

る
雇

用

条
件

は

依

然

と

厳

し

い
状

態

が

続

い
て

い
ま

す

。

ま

た

、

出

稼

者

は
年

々

高

齢
化

が
進

み

健

康

問

題

も
深

刻

に

な

っ

て

い
ま

す

。

今

年

の

冬

の

寒

さ

は

、

例
年

に

な

く

厳

し

く

積

雪

も

多

く

、

出

稼

者

に

と

っ
て

は

耐

え

が

た

い

も

の

で

し

た

。

出

稼

労

働

者

も

昭

和
四

十

八
年

以

降

減

り

続

け

て

い

る
も

の

の
現

在

で

は

労

働

省

の

調

べ
で

、

十
二

万

七

千

人

が
長

期

で

居

住

地

を

賍

れ
て

働

い
て

い

る
と

言

わ

れ

て

い

ま

す

。

主

催

者

を

代

表

し

て

、

細

谷

昭

雄

会

長

は

挨

拶

の

中

で

、

私

達

は

家

族

と

夕

食

が
で

き

る
、

出

稼

ぎ

を

し

な

く

て

も

生

活

で

き

る

こ

と

を

ス

ロ

ー

ガ
ン

に

出

稼

ぎ

運

動

を

唱

え

続

け

て

き

ま

し

た

。

出

稼

ぎ
運

動

も

ご
干

一

年

間

の

歴

史

の
中

で

、

出

稼

労

働

者

の

就

労

環

境

も

運

動

の

成

果

が

あ

っ

て
、
近
年
大
き
く
改
善
は
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
労
慟
哭
害
、
賃
金

不
払
い
、
労
働
条
件
、
雇
用
関
係

等
に
関
す
る
新
た
な
問
題
が
発
生

し
て
お
り
、
景
気
の
後
退
に
と
も

な
い
就
労
先
の
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
慣
れ
な
い
仕
事
に
つ
く
人

が
増
加
す
る
な
ど
出
稼
労
働
者
を

巡
る
就
労
環
境
の
厳
し
さ
も
増
し

て
い
ま
す
。

出
稼
運
動
の
成
果
を
踏
え
な
が

ら
こ
れ
か
ら
は
、
行
政
指
導
の
も

と
、
企
業
、
自
治
体
及
び
関
係
団

体
に
も
呼

び
か
け
て
、
「
出
稼
労

働
者
対
策
要
綱
」
「
同
要
領
」
を

完
全
実
施
さ
せ
る
よ
う
に
強
化
さ

せ
る
た
め
に
も
頑
張
ろ
う
と
結
び

ま
し
た
。

来
賓
の
挨
拶
で
は
、
労
働
省
、

社
会
民
主
党
、
全
日
農
、
中
央
労

農
市
民
会
議
、
顧
問
弁
護
士
、
港

町
診
療
所
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
連
帯

の
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

０
出
稼
者
の
諸
要
求
に
関
す
る
決

議
で
は

長
期
に
わ
た
る
不
況
は
、
出
稼

者
に
も
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
収
入
が
減
少
し
た
り
、
合

理
化
で
一
層
過
酷
な
労
働
に
就
労

さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
労
働
災
害
の

多
発
も
心
配
さ
れ
て
い
る
。
不
明

確
な
雇
用
関
係
は
後
を
絶
た
ず
、

健
康
管
理
も
い
ま
だ
万
全
と
は
い

え
な
い
。
一
昨
年
改
正
さ
れ
た
建

設
業
附
属
寄
宿
舎
規
定
も
守
ら
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
さ
ら

に
コ
メ
の
輸
入
や
新
食
糧
法
が
施

行
さ
れ
、
出
稼
者
は
一
段
と
苦
境

に
立
だ
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
出
稼
者
に
対
す
る
労
働

行
政
は
、
制
度
、
規
定
の
整
備
加

除
々
に
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
出

稼
者
の
働
く
職
場
に
ま
だ
十
分
徹

底
さ
れ
て
い
な
い
。

出
稼
者
の
就
労
し
て
い
る
事
業

所
に
、「
出
稼
労
働
者
対
策
要
綱
」

を
最
低
限
の
こ
と
と
し
て
守
ら
せ

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特
に
、

有
給
休
暇

の
付
与
や
宿
舎

の
改

善
、
退
職
金
共
済
制
度
の
適
用
な

ど
、
建
設
業
に
お
け
る
労
働
条
件

等
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
。

よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
政
府

に
対
し
て
当
面
す
る
出
稼
者
の
労

働
諸
条
件
を
改
善
す
る
た
め
、
左

記
事
項
の
実
現
を
要
求
し
て
闘
い

を
す
す
め
る
。

記

气

出
稼
者
の
労
働
、
生
活
な
ど

諸
条
件

の
改
善
の
た
め
、
「
出

稼
労
働
者
対
策
要
綱
」
「
同
要

領
」
を
事
業
主
や
自
治
体
、
関

係
団
体
に
完
全
実
施
さ
せ
る
よ

う
行

政
指
導

を
強
化
す

る
こ

特
に
、
出
稼
者
に
有
給
休
暇
の

実
施
、
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
の
完
全
適
用
、
就
労
先
で
の

凭
康
管
理
の
充
実
等
に
つ
い
て

の
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。

一
、
出
稼
者
の
職
場
、
宿
舎
に
お

い
て
発
生
し
た
一
切
の
事
故
、

災
害
、
疾
病
に
つ
い
て
は
全
て

労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
る

こ
と
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に

労
働
災
害
補
償
保
険
法
を
適
用

す
る
こ
と
。

一
、
休
日
の
確
保
や
週
休
一
一
日
制

な
ど
の
普
及
を
図
る
た
め
、
出

稼
者
の
賃
金
体
系
を
月
給
制
へ

改
善
す
る
な
ど
指
導
を
お
こ
な

、つ
ｙ
」
と
Ｏ

一
、
出
稼
者
の
地
元
就
労
を
促
進

さ
せ
る
た
め
、
賃
金
の
地
域
格

差
の
是
正
や
全
国
一
率
最
低
賃

金
制
の
確
立
、雇
用
開
発
な
ど
、

抜
本
的

な
措
置
を
講

ず
る
こ

特
に
、
積
雪
寒
冷
地
帯
に
お
け

る
冬
期
の
雇
用
の
拡
大
、
通
年

雇
用
化
な
ど
、
季
節
労
働
者
対

策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
雇
用
保
険
法
の
改
悪
は
絶
対

に
行
な
わ
な
い
こ
と
。

０
農
林
漁
業
政
策
の
確
立
に
関
す

る
決
議
で
は

米
な
ど
農
畜
産
物
の
輸
入
の
増

大
、
食
糧
管
理
法
の
廃
止
、
減
反

強
化
、
そ
し
て
自
主
流
通
米
価
格

の
下
落
な
ど
に
よ
っ
て
農
業
と
農

林
は
大
き

な
打
撃
を
受

け
て

い

る
。
ま
た
、
不
況
に
よ
っ
て
地
域

経
済
が
悪
化
し
、
地
域
で
の
雇
用

機
会
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
最
近

で
は
定
年
退
職
者
や
町
の
商
店
主

な
ど
も
出
稼
ぎ
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
。

我
々
は
こ
れ
ま
で
、
出
稼
ぎ
を

し
な
い
で
も
生
活
で
き
る
農
業
政

策
の
確
立
を
求
め
て
き
た
が
、
今

日
の
事
態
は
、
農
政
だ
け
で
な
く
、

総
合
的
な
地
域
政
策
、
農
村
、
農

民
対
策
な
く
し
て
は
打
開
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
世
界
的
な

食
糧
危
機
が
予
測
さ
れ
る
な
か
で

食
糧
の
自
給
向
上
対
策
が
な
に
よ

り
も
急
が
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
直
面
す

る
農
業
危
機
を
打
開
し
、
豊
か
な

農
業
、
農
村
を
再
建
す
る
た
め
、

左
記
事
項
の
速
や
か
な
る
実
行
を

要
求
す
る
。

記

一
、
安
全
な
食
糧
の
国
内
自
給
を

可
能
と
す
る
「
新
農
業
食
糧
基
本

法
」（
仮
称
）
を
制
定
す
る
こ
と
。

ま
た
、
輸
入
国
や
発
展
途
上
国
の

主
権
を
脅
か
し
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
に
よ
る
食
糧
支
配
に
道
を
開
く

恐
れ
の
強
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易

機
構
）
に
代
わ
る
世
界
の
農
業
と

環
境
を
守
る
新
た
な
農
産
物
の
貿

易
ル
ー
ル
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
新
食
糧
法
の
運
用
は
、
輸
入

及
び
備
蓄
、
生
産
調
整
を
含
め
て

国
が
責
任
を
も
っ
て
掌
握
し
、
生

産
者
米
価
の
暴
落
を
防
ぎ
、
再
生

産
が
保
障
さ
れ
る
米
価
と
す
る
な

ど
、
米
作
農
業
と
農
家
経
済
の
発

展
を
基
本
に
お
こ
な
う
こ
と
。

一
、
米
の
生
産
調
整
は
、
大
豆
な

ど
不
足
作
物
の
生
産
拡
大
と
結
び

つ
く
施
策
を
基
本
に
お
こ
な
い
、

減
反
を
し
な
い
農
家
の
意
思
や
人

権
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
海
外
援
助

米
や
え
さ
米
制
度
な
ど
減
反
を
や

め
て
水
田
の
能
力
を
最
大
限
に
活

か
す
施
策
を
確
立
す
る
こ
と
。

一
、
面
積
単
位
に
水
田
保
全
費
や

森
林
管
理
費
を
交
付
す
る
方
法
や

第
ニ
ーセ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る
水
田

保
全
管
理
組
纎
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

組
織
、
後
継
者
育
成
組
織
な
ど
を

通
じ
て
、
農
家
や
後
継
者
に
直
接

所
得
を
補
償
す
る
方
式
な
ど
創
意

丁上
夫
を
お
こ
な
っ
て
日
本
型

デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
政
策
を
実
現
す
る

一
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
政
策
を

個
々
別
々
に
お
こ
な
う
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
、

相
互
が
関
連
し
あ
っ
た
施
策
を
確

立
し
、
豊
か
な
農
林
漁
業
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
。

等
も
含
め
て
議
事
全
般
を
万
場
拍

手
で
決
っ
し
ま
し
た
。

懇
親
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

民
謡
歌
手
、
山
本
芳
晴
さ
ん
出
演

で
盛
況
で
し
た
。

佐
井
村
か
ら
大
会
に
出
席
し
た

の
は
、
山
本
秀
夫
、
長
後
雄
一
一
、

現
地
か
ら
は
、
小
笠
原
政
信
の
一
二

氏
で
し
た
。

し

」
苦
労
さ
ま
で
し
か
。



税務・国民年金

情報コーナー

・税金・年金のご相談は
役場の各窓口までどうぞ

四
月
分
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
が
四
月
分

か
ら
月
額
一
二
、
三
〇
〇
円
に
変

わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
が
支
給
す
る
年
金

は
、
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
と

国
か
ら
の
負
担
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
わ
が
国
で
は
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
展
し
て
い
る
た
め
、
そ

れ
に
伴
っ
て
増
大
す
る
給
付
費
、

つ
ま
り
受
給
権
者
に
支
払
う
年
金

を
調
達
す
る
た
め
に
は
、
保
険
料

を
引
き
上
げ
て
い
か
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
金
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
も
の
と
す

る
た
め
に
も
、
段
階
的
に
保
険
料

を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し
な
が

ら
、
加
入
者
に
急
激
な
負
担
増
を

強
い
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
し
た

の
で
す
。

国
民
年
金
が
健
全
に
運
用
さ

れ
、
世
代
間
の
公
平
な
負
担
が
保

た
れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
引
き
上

げ
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

国
民
年
金
の

「
免

除
」
と
「
追
納
」
に
つ
い
て

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
納

め
る
の
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

失
業
、
病
気
、
災
害
な
ど
で
収

入
が
減
っ
た
方
や
、
二
十
歳
以
上

の
学
生
で
本
人
に
収
入
が
な
く
、

な
お
か
つ
親
元
の
収
入
が
法
律
で

定
め
ら
れ
た
基
準
以
下
の
場
合
に

は
、
申
請
す
れ
ば
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

申
請
し
て
保
険
料
を
免
除
さ
れ

た
期
間
は
、
年
金
の
受
給
資
格
期

間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
額
を
計
算
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
期
間
は
保
険
料

を
納
め
た
場
合
に
比
べ
三
分
の
一

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で

き
た
と
き
に
は
、
免
除
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
を
最
高
十
年
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
「
追
納
」
と
い
う
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
将
来
の
満
額
の
年
金
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
の
保
険
料
は
、
免
除

を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
に
、
そ

の
後
の
経
過
年
数
に
応
じ
て
一
定

の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

平
成
八
年
度
の
一
年
間
の
免
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
五
月
末
日

ま
で
に
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

昭
和
六
十
二
年
に
発
刊
さ

れ
た
『
ふ
る
さ
と
自
慢
』
が

装
い
も
新
た
に
内
容
を
充
実

さ
せ
て
新
発
刊
。

県
内
六
十
七
市
町
村
の
魅
力

を
余

す
と

こ
ろ
な
く
集
大

成
／

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に

ぜ
ひ
一
冊

。市
町
村

ガ
イ
ド
の
決
定
版
”

青
森
県
六
十
七
市
町
村

『
ふ

る

さ

と

自

慢

』

発
刊

青
森
県
市
長
会

青
森
県
町
村
会

県
内
書
店
に
て
四
月
十
日

一
斉
発
売

役
場
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
Ａ
４
判

全
二
七
四
ペ
ー
ジ

定
価

二

八
〇
〇
円

（
税
込
）

内
容

名
所
・
旧
跡
・
祭

り
・
芸
能
・
特

産
品
・
交

通
・
観
光
連
絡
先
等
を
満
載



お知らせ

コーナー

平
成
八
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射

愛
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に
／

今
年
も
次
の
日
程
で
予
防
注
射

を
行
い
ま
す
の
で
、
昨
年
の
春
に

注
射
を
受
け
な
か
っ
た
犬
や
、
生

後
九
十
一
日
以
上
に
な
っ
た
犬
は

必
ず
予
防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
受
け
ら
れ
た
犬
も

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
年
一
回
の

予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
指
定

の
場
所
及
び
時
間
に
注
意
し
て
必

ず
受
け
て
下
さ
い
。

※

放
し
飼
い
の
犬
は
、
保
健

所
と
協
力
し
て
捕
獲
し
ま
す
の
で

犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
い
で

下
さ
い
。

平
成
九
年
四
月
か
ら
全
て
の
事
業
場
の

法
定
労
働
時
間
が
週
四
〇
時
間
に
な
り
ま
す

一
週
間
の
法
定
労
働
時
間
は
原

則
四
〇
時
間
で
す
が
、
現
在
一
定

の
規
模
・
業
種
の
事
業
場
（
表
の

四
十
四
時
間
適
用
事
業
場
）
に
つ

い
て
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
猶
予

措
置
も
平
成
九
年
三
月
末
日
に
は

失
効
し
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
全

面
的
に
週
四
〇
時
間
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

注
：
但
し
、
規
模
九
人
以
下
の

商
業
等
の
事
業
場
（
表
の
四
十
六

時
間
適
用
事
業
場
）
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
変
わ
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
平
成
七
年
四
月
に
青

森
労
働
基
準
局
が
実
施
し
た
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
四
〇
時
間
を
達

成
し
た
青
森
県
内
の
事
業
場
の
割

合
は
二
五
・
五
％
の
状
況
に
あ

り
、
全
面
的
四
〇
時
間
労
働
制
へ

の
移
行
ま
で
あ
と
一
年
ほ
ど
に

迫
っ
た
現
在
、
若
年
労
働
者
の
県

内
定
着
等
青
森
県
の
発
展
の
た
め

に
も
、
週
四
〇
時
間
労
働
制
へ
の

準
備
が
早
期
に
行
わ
れ
、
円
滑
な

移
行
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
、
計
画

的
に
労
働
時
間
の
短
縮
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
、

一
日
の
法
定
労
働
時
間
は
、
従
来

ど
お
り
八
時
間
で
す
。

詳
し
く
は
、青
森
労
働
基
準
局
、

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

平成８年度狂犬病予防注射日程表

現在の１週の法定労働時間一覧表

１週４０時間（原則どおり、週４０時間制が適用 される事業場）

１週４４時間（週４０時間制の適用が 猶与され、週４４時 間まで認められる事業場）

１週４６時間（特例措置として、週４６時間まで認めら れる事業場）



Ｄ「．吉岡の

健康談話室（第１０回）

今月の休診日

９日 第２火曜日

２３日 第４火曜日

＝佐井診療所＝

一
年

間

の

総

ま

と
め

時

が
経

つ
の
も
早

い
も

の

で
す
。
私

が
不
安
と
と
も
に

佐
井
診
療
所
に
赴
任
し
て
か

ら
一
年
経
ち
ま
し
た
。
皆

さ

ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、

ち
ょ
っ
と
だ
け
還
元
し
た
一

年
間
で
し
た
。

患
者

さ
ん
は
少
し
増
え
た

よ
う
で
す
が
、
反
面
私
は
時
々

不

安
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
ま

り

に
、
患
者

さ
ん
と
話
す
時

聞
か
少
な
く
て
、
「
今
日
の
私

の
話

を
分
か
っ
て
く
れ
た
だ

ろ
う

か
。
説
明
不
足
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う

か
。
本
当
に

自
分

の
対
応
は
正
し

か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。」

い
ろ
い
ろ
考

え
て
し
ま

い
ま
す
。
少
し
神

経
質
す
ぎ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
。

今
回
は
健
康
か
ら
離
れ
て
、

私
の
懴
悔
（
ざ
ん
げ
）
の
意

味
も
込
め
て
一
年
間
の
ま
と

め
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
可

哀
想
（
か

わ
い
そ
う
）
」

と
「
申
し
訳

な
い
」

「
可

哀

想
」

と

「
申
し

訳

な

い
」
と

い
う
の

が

二
言
で

の
感
想
で
あ
る
。

ま
ず
、
私
の
よ
う
な
経
験
の

浅
い
医
者
が
佐
井
診
療
所
を
あ

ず
か
る
こ
と
が
可
哀
想
だ
。
今

ま
で
自
治
医
大
出
身
の
医
者
が

県
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
た
中
で
、

私
は
一
番
経
験
が
浅
い
。
知
ら

な
い
と
こ
ろ
で
見
落
と
し
や
間

違
い
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

大
変
申
し
訳
な
い
と
思
う
。

患
者
さ

ん
の
数

が
福
浦
、

長
後
、
牛
滝

の
診
療

所
も
含

め
て
一
日
平
均
約

コ
ニ
〇
人

な
の
だ
が
、

ゆ
っ
く
り

お
話

を
聞
け
な

い
で
い
る
。
申
し

訳
な
い
。

も
っ
と
、
ゆ
っ
く
り
お
話
を

問
け
れ
ば
、
糖
尿
病
の
人
に
は

食
事
・
運
動
の
具
体
的
な
お
話

を
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ

と
確
実
な
処
方
で
治
療
で
き
た

人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

患
者
さ
ん
を
さ
ば
く
こ
と

で
精

い
っ
ぱ
い
で
、
検
査

に

時
間

が
取

れ
な

い
で

い

る
。

（
患
者

さ
ん
を
Λ
さ

ば
く
∇

と
い
う
言
葉
は
良

い
言
葉
で

は
な
い
。
）
胃
カ
メ
ラ
、
超
音

波
検
査

は
一
日
１
人
づ
つ
し

か
で
き
な
い
の
で
、
か
な
り

の
人
を
大
間
病
院
に
お
願
い

し

て
検
査
し

て
も

ら
っ
た
。

こ

の
方

た
ち
に
は
大
間
ま
で

の
交
通
費
と
労
力
を
か
け
て

し

ま
っ
た
と
思
う
。
佐
井
診

療
所
で
で
き

る
検
査

を
大
間

病
院

に
お
願

い
す

る
の
は
、

私
と
し
て
も
不

本
意

で
あ
る

が
大
変
申
し
訳
な
い
。

も

っ
と
時
間
と
労
力

が
あ

れ
ば
と
、
も
ど
か
し

い
気

が

す
る
の
で
あ
る
。

週
末

や
研
修
に
行

っ
て

い

る
日
に
私
が
い
な
く
て
不
便

を
か
け
て

い
る
。
当
直
制
を

と

っ
て

い
る
訳
で
は
な
い
の

で
、
時
間
外

の
患
者

さ
ん
を

診

る
義
務
は
な
い
の
だ
け

れ

ど
も
、
私
一
人
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
無
医

村
に

な

っ
て
し
ま
う
の
は
申
し
訳

な
い
し
、
可
哀
想
だ
と
思
う
。

さ
ぞ
や
、
喘
息

の
お
子
さ
ん

を
持
つ
親
御

さ
ん
や
寝
た
き

り

の
人
を
か
か
え

る
家
の
人

は
不
安
だ
と
思
う
。

身
内

の
話

を
さ
せ
て

い
た

だ
く
と
、
看
護
婦

さ
ん
に
も

申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

時
間
外

の
患
者
さ
ん
に
対
応

す
る
た
め
、
交
代
で
待
機
し

て
も
ら

っ
て

い
る
の
だ
け

れ

ど
も
、
こ

れ
に
は
当
直
料
と

か
待
機
料
を
支
払

っ
て

い
な

い
。
無
償

の
待
機
に
頭

の
下

が
る
思
い
で
あ
る
。

佐
井
診
療
所
に
来
て
驚

い

た

の
が
、
救
急
車

が
来

る
こ

と
で
あ

る
。
緊
急
と
し
て
の

救
急
車

が
来

る
こ
と
に
は
少

し
問
題
が
あ
る
。

佐
井

診
療
所
に
は
入
院
設

備

が
な

い
た
め
、
救

急
指
定

の
補
助
を
受

け
て
い
な
い
。

そ
う
す
る
と
当
然
用
意
し
て

あ
る
狡
急
薬
剤
や
機
械
は

ご

く
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の

で
、
結
局
大
間
病
院

や
む

つ



病

院

に
電

話

し

て
紹

介

状

を

書

く

だ
け

に
な

っ

て
し

ま

っ

た
り
す
る
。

佐
井

診

療

所

を

信

頼

し

て

救

急
車

で

や

っ
て

く

る
患

者

さ

ん

に

は
申

し
訳

な

い

が
、

か
え

っ

て
時

間

を

費

や

し

た

り

す

る
。
救

急
車

に
同

乗

し

て

む

つ
病

院

ま

で

搬

送

し

た

こ

と

が

あ

っ

た

け

れ

ど
、
願

わ

く

ば
外

来

診

察

時

間

や
検

査

中

に

そ

の
様

な

患
者

さ

ん

が
こ

な

い
よ

う

に
、
と

祈

る

の

で

あ

る
。

実

際

は
外

来

診

察

中

に

私

か
救

急

車

に
同

乗

し

て

い
か

な
け

れ

ば
な

ら

な

い
状
況

は
一
二
度

ほ

ど

あ

っ

た

け

れ

ど

も
、

何

も
起

き

な

い

こ

と

を
祈

っ

て
狡

急

隊

の
方

に
お
ま
か
せ
し
て
し
ま
っ
た
。

そ

の

間

何

か
あ

っ
た

ら
救

急

隊

の

方

々
に

も

ご

迷
惑

を

か

け

て

い
た

か

も

し

れ

な

い
。

し

か

し
、

一

番
不

利

益

を

被

る
の

は

患

者

さ

ん

で

あ

る
。

大
変
申
し
訳
な

い
。

外

来

で

私

は

よ

く

冗

談

を

い
う

。
す

る
と

、
待

合

室

の

患

者

さ
ん

や
注

射

中

の
患
者

さ
ん
が
笑

っ
た
り
す

る
。「
お
、

今

笑

っ

た

人

は

耳

が

遠

く

な

っ

て

い
な

い
な
」

と

思

う

の

だ

け

れ

ど
、
反

面

、

患

者

さ

ん

の

プ
ラ

イ

バ

シ
ー

が
守

ら

れ

て

な

い

な
と

思

う

。
糖

尿
病
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら

九
だ
く
な
い
患
者
さ
ん
も
い

る
だ
ろ
う
し
、
痔
で
あ
る
こ

と
を
言
い
出
せ
な
い
人
も
い

る
だ
ろ
う
し
、
も
し
薬
の
副

作
用
で
イ

ン

ポ
テ
ン

ツ
に

な
っ
て
い
て
も
言
い
出
せ
な

い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
自
分

の
病
気
に
つ
い
て
知
ら
れ
た

く
な
い
方
が
普
通
だ
。
も
っ

と
壮
年
期
の
人
た
ち
に
受
診

し
て
も
ら
い
た
い
の
だ
が
、

待
ち
時
間
も
長
く
て
、
プ
ラ

イ

バ
シ
ー
も
守
ら
れ
な
い
の

で
あ
れ
ば
受
診
し
て
く
れ
な

い
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
申
し

訳
な
い
。
受
診
を
控
え

る
こ

と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
早

期
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
に
な

ら
な
け
れ
ば
と
願
う
。
言
い

出
し
に
く
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

あ
ら
か
じ
め
私
か
看
護
婦
さ

ん
に
こ
っ
そ
り
教
え
て
ほ
し

い
。
申
し
訳
な
い
が
今
は
こ

れ
し
か
対
策
が
な
い
の
が
実

状
で
あ
る
。

私
は
、
県
庁
か
ら
派
遣
さ

れ
て
こ
の
佐
井
診
療
所
で
働

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
だ

が
、
佐
井
村
以
外
に
県
か
ら

医
師
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
診

療
所
は
い
く
つ
か
あ
る
。
風

間
浦
診
療
所
、
六
ヶ
所
尾
駮

診
療
所
、
倉
石
村
診
療
所
、

今
別
診
療
所
、
市
浦
村
診
療

所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で

医
者
が
Ｉ
な
い
し
二
年
で
交

代
し
て
い
る
の
は
佐
井
診
療

所
だ
け
で
あ
る
。
一
な
い
し

二
年
と
い
う
の
は
患
者
さ
ん

に
は
可
哀
想
で
あ
る
。
最
低

限
の
医
療
は
継
続
さ
れ
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
村
と
し
て

も
長
期
的
な
保
険
医
療
の
計

画
は
立
て
に
く
い
。
患
者
さ

ん
も
診
療
所
を
信
頼
で
き
な

い
だ
ろ
う
し
、
医
者
側
も
患

者
さ
ん
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が

分
か
ら
な
い
の
で
表
面
的
な

医
療
し
か
提
供
で
き
な
い
。

目
に
見
え
な
い
不
利
益
を
生

ん
で
い
る
と
思
う
。
な
ぜ
交

代
が
頻
繁
な
の
か
は
こ
こ
で

は
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
解
決

さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

レし
田
堊
つ
。

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
中

で
、
私
か
積
極
的
に
巡
回
診

療
し
て
い
る
と
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
い
た
。
こ
れ
は
ま
っ
た

く
の
で
た
ら
め
で
あ
る
。
現

在
巡
回
診
療
し
て
い
る
患
者

さ
ん
は
全
村
で
約
二
〇
人

い

る
。
午
後
の
空
き
時
間
を
利

用
し
て
回
っ
て
い
る
の
で
月

に

Ｉ
回
し
か
訪
問
で
き
な
い
。

褥
創
（
床
擦
れ
）
と
か
も
よ

く
診
た
い
の
だ
が
、
な
か
な

か
手
が
回
ら
な
い
。
そ
の
分

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
や
看
護
婦
さ

ん
と
の
情
報
交
換
を
月
に
一

回
行
っ
て
い
る
。
（
県
の
指
導

で
は
一
週
間
に
一
回
や
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
）
寝
た
き

り
の
患
者
さ
ん
に
は
大
変
申

し
訳
な
い
と
思
う
。
五
年
後

に
は
確
実
に
寝
た
き
り
の
患

者
さ
ん
が
二
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
時
に
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
不

安
に
な
る
。
ニ
カ
月
に
一
回

の
巡
回
診
療
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
訪
問
看
護
も
一
ヵ

月
に
一
回
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
可
哀
想
だ
と
思
う
。

以
上
、
一
年
間
で
気
づ
い

た
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
気
を
悪
く
さ
れ

る
方
も
い
た
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
私
の
誤
解
も
あ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
遠
慮
せ
ず
に

私
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

患
者
さ
ん
へ
の
説
明
不
足

を
補
う
た
め
、
指
導
用
の
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し
出
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。
以
下
の
夕

イ
ト
ル
を
揃
え
ま
し
た
が
、

近
い
う
ち
に
あ
と

Ｉ
〇
数
本

増
え
る
予
定
で
す
。
診
療
所

に
か
か
っ
て
い
な
い
方
に
も

貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。

そ
れ
で
は
、
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
ビ
デ
オ
タ
イ
ト
ル

・
な
ぜ
？
な
に
？
高
脂
血
症

・
胃
を
守

る
五
つ
の
ポ
イ
ン

ト
・
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る

老
年
痴
呆

家
庭
で
の
上
手
な
介
護

・
更
年
期
を
も
っ
と
も
っ
と

快
適
に

・
糖
尿
病
食

は
最
高
の
健
康

食食
事
療
法
と
の
上
手
な
つ

き
あ
い
方

・

喘
息

と
吸
入
療
法

正

し

い
吸
入
の
仕
方

・
眠
れ
な
い
あ
な
た
へ

・

ど
う
答
え

る
？
山
田
さ
ん

の
痛
風

・
あ
な
た
の
骨
は
大
丈
夫
？

骨
粗
鬆
症
に
よ
る
骨
折
予

防
・

お
子
様
の
耳
だ

い
じ
ょ
う

ぶ
？
滲
出

性
中
耳

炎
っ
て

ど
ん
な
病
気



村 の 動 き インつオメーシヨンＡＡＹ④

満１鑞おめでとう
レ

舘

脇

勇

助

ち

ゃ
ん

（
義
則

・
美
砂
子
）

大
佐

井

矢

越

（
勲

・
淳
子
）

司

田

中

佳

子

ち

ゃ
ん

戸

籍

の

窓

口
３
月
１５
日
現
在

○
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

島
野

利
勝
（

優

）
大
佐
井

川
岸

せ
っ
（
初

男
）
古
佐
井

福
田

松
美
子

言

磯

谷

※
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
す
る
意
味
で
掲
載
し
て
欲
し

く
な
い
方
は
、
届
出
の
際
、
係

に
申
し
出
て
下
さ
い
。

お

詫
び

と
訂

正

三
月
号
の
戸
籍
の
窓
口

お
誕
生
日
お
め
で
と
う

Ｉ－

（
誤
）
奥
本
早
希１－

（
正
）
奥
本
早
季

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

佐 井 村 の 人 口

２月３１日現在

（前月比）

男 １，７０８ （△ ２）

女 １，７４３ （△ １）

計 ３ ，４５１ （△ ３）

世帯 数 １，１０９ （△ ３）

菜
の
花
の
咲
く
三
月
下
旬
か
ら

四
月
に
か
け
て
、
降
り
続
く
雨
を

菜
種
梅
雨
と
い
い
ま
す
。
菜
種
と

い
っ
て
も
、
油
を
と
る
た
め
の
ア

ブ
ラ
ナ
の
種
が
実
る
季
節
の
こ
と

で
は
な
く
、
ア
ブ
ラ
ナ
の
花
、
す

な
わ
ち
菜
の
花
が
咲
く
季
節
の
雨

の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
も
と
は
漁
師
た

ち
の
言
葉
で
、
こ
〒

四
月
に

吹
く
南
東
の
風
を
菜
種
梅
雨

と
呼
ん
だ
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

菜
種
梅
雨
子
の
大
足
が
家

歩
む

宮
本
由
太
加

菜
種
梅
雨
の
た
め
に
外
で
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
、
家

の
中
を
歩
き
回
っ
て
い
る
い
ら
だ

た
し
さ
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
雨

で
外
に
出
ら
れ
ず
、
家
の
中
を
歩

き
回
っ
て
い
る
子
ど
も
の
足
を
何

気
な
く
見
た
俳
人
が
、
そ
の
成
長

と
春
の
息
吹
を
か
け
合
わ
せ
て
詠

ん
だ
句
で
し
ょ
う
か
。

菜
種
梅
雨
の
後
に
は
、
タ
ケ
ノ

コ
梅
雨
、
卯
の
花
腐
し
、
走
り
梅

雨
、
そ
し
て
本
番
の
梅
雨
、
そ
の

あ

と
に
戻
り

梅
雨

…
…
日

本
人

は
、

雨
に

も
い
ろ

い
ろ
な
風
情

を
感
じ

て

い
た
の
で

す
ね
。

そ

れ
に
し
て

も
、
最
近

は
菜

の

花

が
咲

き
乱

れ
て

い

る
風

景
を
見

る
こ

と
が
少

な
く
な
り

ま
し
た
。

以
前
、

日
本
で

は
菜
種
油

を
と

る

た
め

に
、
菜

の
花

を
栽
培

し
て

い

ま
し

た
。
い

ま
も
食
用
な

ど
に
使

わ
れ
て

い
ま
す

が
、
そ

の
原
料

の

大
半
が

カ
ナ

ダ
か
ら
の
輸
入

に
な

り

、
油

を
と
る
た

め
の
菜
種

の
栽
培
は
な

く
な
り

ま
し

た
。

し

か
し
、
最

近
は
地
域

お
こ

し

の
イ

ベ
ン

ト
用
に
栽

培
し

た

り
、
春

の
花

材
と
し
て

愛

用

さ
れ
た
り

し
て
い

ま
す
。

四
月
二
十

九
日

は
「
み

ど

り

の
日

」
、
二

十

ご
〒

二
十

九

日
は
「
み
ど
り
の
週
間
」
で
す
。

こ
の
期
間
は
、
緑
に
関
す
る
行
事

が
各
地
で
行
わ
れ
ま
す
。
積
極
的

に
緑
と
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。


	第320号
	平成8年度　予算
	第47回　全日本中学校英語弁論大会　青森県代表　福田昌子
	福浦の歌舞伎食談義
	第18回　佐井村小学生卓球大会
	平成8年度　「佐井村交通安全母の会」
	こんにちは！　社会福祉協議会です（第4号）
	第32回　全国出稼者大会
	Dr.吉岡の健康談話室（第10回）
	戸籍の窓口

